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胃腸内科
放射線科

内科

整形外科 
リウマチ科

リハビリテーション科

循環器内科

内分泌・糖尿病内科

膠原病内科

泌尿器科

脳神経内科

内視鏡
午後

午前

午後

午後

午前

午前

午前

外科

ペインクリニック

脳神経外科

健診センター

婦人科

松岡 賢／松岡 大介 稲吉 康治／田渕 史典 稲吉 康治／船越 禎広 松岡 賢／田渕 史典 稲吉 康治／松岡 賢

竹下 修平／上田 淳 古畑 友基
野崎 修（9:00～12:00） 古畑 友基／竹下 修平

上田 淳
石井 英樹（第1,3,5）
野崎 修（第2,4）

岩屋 智加予／永迫 久裕 古賀 翠／山下 陽

古賀 翠（～16:00）
フットケア診療

松岡 賢／田渕 史典 松岡 賢／田渕 史典 松岡 賢／田渕 史典 松岡 賢／田渕 史典 松岡 賢／田渕 史典

午後
午前

午前

菊池 真介 藤本 浩

古野　晋堂
定例手術（急患の場合はご相談ください）

定例手術（急患の場合はご相談ください）

菊池 真介 菊池 真介

松下 哲也 松下 哲也 松下 哲也 松下 哲也 松下 哲也
松下 哲也 松下 哲也 松下 哲也

福田 純也
唐 宇飛（第1,3,5）

午後
午前

午後
午前

午後

午前

豊澤 徳行 豊澤 徳行 豊澤 徳行 豊澤 徳行（予約・再来のみ）
結石破砕術 結石破砕術・検査 手術

手術
手術午後

午前

古賀 琢眞
川本 優美午後

午後

午前

田尻 守拡 津村 健二 児嶋 隆

午前 江藤 輔聖

田尻 守拡 津村 健二

永迫 久裕 丸山 健伍 蓮尾 友里 岩屋 智加予 児嶋 隆

岩屋 智加予 丸山 健伍

福田 純也 津福 達二 内田 信治／末吉 晋 津福 達二／末吉 晋

岩屋 智加予／永迫 久裕

岩屋 智加予／丸山 健伍 岩屋 智加予

岩屋 智加予 丸山 健伍（14:00～）
甲状腺細胞診

蓮尾 友里／永迫 久裕 津村 健二

廣瀨 靖光

古畑 友基
上田 淳
竹下 修平

廣瀨 靖光 久能 由記子 廣瀨 靖光 髙田 珠里

呼吸器内科（禁煙外来）

菊池 真介

【脊椎外来】
前田 和政（第1,3）(14:30～）

午後
午前  佐賀大学より（9:00～13:00）  佐賀大学より（9:00～13:00） 鋤本 祥子（9:00～13:00）鋤本 祥子（9:00～13:00）

午前 魚住 淳 本廣 賢子 魚住 淳 魚住 淳／本廣 賢子 魚住 淳

古賀 翠（～12:30）
永迫 久裕

古賀 翠（～16:00）
岩屋 智加予（16:00～）
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古畑 友基医師
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済生会大牟田病院 広報誌

S A I S E I K A I  O M U T A  H O S P I T A L  S E A S O N A L  R E P O R T

外来診療担当医師一覧表 （2026年3月現在） 【外来受付時間】 午前 8：00～11：30 午後 13：00～16：30
【予約受付対応時間】平日13：00～17：00（各科外来にて承ります） ※急患、当日予約、キャンセルはこの限りではありません。

診療科 月 火 水 木 金

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
導
入
し

消
化
管
の
網
羅
的
な
検
査
を
可
能
に

　
古
賀
院
長
は
大
学
を
卒
業
後
、済
生
会
下
関
総

合
病
院
で
外
科
医
と
し
て
研
鑽
を
積
む
中
で
、消
化

器
内
科
医
が
少
な
かっ
た
当
時
の
環
境
か
ら
内
視
鏡

検
査
を
含
む
消
化
管
の
診
療
全
般
を
担
う
よ
う
に

な
り
、そ
れ
が
後
の
開
業
ス
タ
イ
ル
の
礎
と
な
っ
た
と

の
こ
と
。そ
の
た
め
院
長
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
消
化
管
に
関
す
る
高
度
な
検
査
技
術
。胃
や
大
腸

の
内
視
鏡
検
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、カ
プ
セ
ル
内

視
鏡
に
よ
る
小
腸
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
小
腸
は

そ
の
長
さ
と
複
雑
な
構
造
か
ら
、か
つ
て
は〝
暗
黒
大

陸
〞と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
検
査
が
困
難
な
臓
器
で
し
た
。

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
は
そ
の
名
の
と
お
り
、小
型
カ
メ
ラ

を
内
蔵
し
た
カ
プ
セ
ル
を
患
者
さ

ん
に
飲
み
込
ん
で
も
ら
っ
て
、消

化
管
を
通
過
す
る
間
に
連
続
撮

影
す
る
技
術
で
す
。小
腸
の
状
態

を
詳
細
に
把
握
で
き
ま
す
」と
語

る
院
長
。大
牟
田
市
内
で
こ
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、現
在

の
と
こ
ろ
こ
こ
だ
け
と
胸
を
張

り
ま
す
。

〝
誤
診
を
防
ぐ
〞使
命
感
と

〝
少
し
で
も
楽
に
〞患
者
へ
の
思
い

　
内
視
鏡
検
査
に
お
い
て
古
賀
院
長
が
特
に
こ
だ
わ

る
の
は
、画
像
の
質
。「
粘
液
の
付
着
や
光
の
反
射
、ピ

ン
ト
の
わ
ず
か
な
ズ
レ
と
いっ
た
要
因
が
、診
断
の
精

度
に
直
結
し
ま
す
。仮
に
同
じ
専
門
医
に
見
せ
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
、鮮
明
な
写
真
を
撮
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
」。検
査
の
精
度
だ
け
で
な
く
、「
相
手

の
身
に
な
っ
て
、で
き
る
だ
け
不
安
や
苦
痛
の
な
い
よ

う
に
」と
、患
者
へ
の
配
慮
も
大
切
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。そ
う
し
た
長
年
の
経
験
と
日
々
の
工
夫
の
積

み
重
ね
が
確
か
な
腕
と
自
負
を
作
り
上
げ
、患
者
に

と
っ
て「
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
」と
信
頼
で
き
る
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
度
医
療
機
関
と
地
域
を
つ
な
ぎ

育
ま
れ
る
人
々
と
の
絆

　
患
者
に
と
っ
て
も
う一つ
の
大
き
な
安
心
は
、済
生

会
大
牟
田
病
院
と
の
密
接
な
連
携
関
係
で
す
。「
当

院
で
も
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
多
く
、継

続
的
に
診
療
し
な
が
ら
、血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し

い
症
例
や
、専
門
的
な
精
査
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
済

生
会
大
牟
田
病
院
の
専
門
科
へ
紹
介
し
て
い
ま
す
」

と
院
長
。「
特
に
心
強
い
の
は
、急
変
の
対
応
で
す
。先

生
方
や
ス
タッ
フ
の
方
々
の
柔
軟
な
対
応
に
大
変
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
」。復
帰
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
や
、退

院
を
支
援
す
る
包
括
ケ
ア
病
床
を
活
用
し
た一
時
的

な
入
院
受
け
入
れ
も
、地
域
に
と
っ
て
重
要
な
セ
ー

フ
ティ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
聞
い
て
み
る
と「
長

く
やっ
て
ま
す
か
ら
ね
、地
域
の
方
々
と
は
仲
良
く
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
。地
域
の
人
と
釣
り

に
行
っ
た
り
、公
民
館
の
イ
ベン
ト
に
招
か
れ
て
得
意

の
ギ
タ
ー
演
奏
を
披
露
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
。地
域
の
人
々
と
の
温
か
な
ふ
れ
あ

い
が
、古
賀
院
長
が
医
師
と
し
て
の
た

ゆ
ま
ぬ
研
鑽

を
続
け
る
原

動
力
の一つ
な

の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

院
長

古
賀 

浩
介 

医
師

連携病院の紹介 H o s p i t a l - C l i n i c  C o l l a b o r a t i o n
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大牟田市田隈 810 TEL.0944-53-2488（代表）
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「無料低額診療制度」のご案内
医療費でお困りの方はご相談ください。

地域医療連携室お問い合わせ先

地
域
に
溶
け
込
み
な
が
ら　

確
か
な
信
頼
を
紡
ぐ　

医
師
の
責
任
と
誇
り
を
胸
に
。

こ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク　
大
牟
田
市
吉
野

平成9年に開業して以来、長年にわたり地域住民に信頼されてきた「こがクリニック」。

外科医としての実績と経験を生かしながら、地域のかかりつけ医として診療にあたる古賀浩介院長に、その日々を伺いました。

Profile │こが・こうすけ│1958年大牟田市生まれ。山口大学医学部卒業後、済生会下関総合病院外科に勤務。1997年大牟田市で「こがクリニック」を開業。趣味は釣りとギターの弾き語り。

気さくな佇まいの古賀院長。クリニックは国道208号線元村交差点からJR新大牟田駅へと向かう県道10号線沿い。

健 診 部
人生100年、土台は健診♡

H e a l t h  C h e c k u p  C e n t e r

薬 剤 部
Smile & Hear t 笑顔と真心を届けます！

D e p a r t m e n t  o f  P h a r m a c y

健 や か な 明 日 を 創 り 、健 や か な 毎 日 を 守 る 。確 か な 技 術 で 地 域 を 支 え ま す

リハビリテーション部

N
e

w
c

o
m

e
r

新
入
職
員
の
ご
紹
介
！年度より済生

会大牟田病
院に入職いたしまし
た、理学療法士の田
中と申します。現在は
回復期リハビリテー
ション病棟に勤務し
ております。患者さま
一人ひとりの思いや
生活背景を大切にし、

機能回復だけでなく、その方らしい生活の実現を目標に支援して
まいります。まだまだ未熟な点も多くございますが、小さな変化にも
気づけるよう丁寧な対応を心がけ、患者さまが安心してリハビリに
取り組める環境づくりに努め、日 の々業務に取り組んでまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

性期病棟に
配属され、無

我夢中で駆け抜けた
一年でした。当初は
戸惑うことも多かっ
たですが、先輩方の
手厚いサポートのお
かげで着実な成長を

実感できています。最近では自身の業務を完結させるだけでなく、
周囲に目を向けフォローに回れる余裕も出てきました。四月から
は後輩を迎え、私自身も相談を受けられる先輩としてステップ
アップする時期です。頼れる存在を目指し、これからもチームの
一員として精進します。

急

田中 歩乃伽 Honoka Tanaka

理学療法士
５階病棟

前原 有作 Yusaku Maehara

看護師

今

公式インスタグラム 公式ホームページ

【こがクリニック】
大牟田市吉野1610-1 TEL.0944-50-1800
胃腸内科・外科・肛門外科・
リハビリテーション科

カプセル内視鏡による小腸の画像。細かなひだまで鮮明に映し
出されている。カプセルが小腸を通りながら撮影する約5万8千
枚の画像をコマ送りして入念に解析する。



令和7年11月22日、第2回済生会フェアin大牟田を開催いたしました。昨年は台風
に見舞われましたが、今年は晴天に恵まれ、約1,000名の来場者を迎える大盛況と
なりました。今回のテーマは「医療と福祉の輪を広げよう」です。病院という緊張感の
ある場所を開放し交流することで、地域の方 に々より身近に感じていただきたいと考
え進めてきました。当日は部署体験やステージイベント、健康測定などの各ブースが
賑わい、会場は笑顔と温かい活気に包まれました。“地域の方が安心して集まれる場
所”としての姿を示せたことは、大きな成果です。運営を担った実行委員会は、看護
師、リハビリ、検査技師、放射線、栄養、事務、地域連携など、普段は接点の少ない多
職種で構成されました。一つの目標に向かって得意分
野を活かし、部署の垣根を越えて協力し合ったことで、
病院全体の一体感がこれまで以上に深まりました。地域
の方々からいただいた「楽しかった」「病院でのイ
ベントが嬉しい」という声は大きな励みとなり、地域
との繋がりを再確認する貴重な機会となりました。こ
の交流を糧に、来年はさらにパワーアップしたフェアを目
指してまいります。実行委員長として、支えてくださった地
域の皆様、全職員、そして来場者の皆様に心より感謝申
し上げます。今後とも変わらぬご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。本当にありがとうございました。
（第２回済生会フェア実行委員長・リハビリテーション部／領家 健之助）

令和7年11月22日、第2回済生会フェアin大牟田を開催いたしました。昨年は台風
に見舞われましたが、今年は晴天に恵まれ、約1,000名の来場者を迎える大盛況と
なりました。今回のテーマは「医療と福祉の輪を広げよう」です。病院という緊張感の
ある場所を開放し交流することで、地域の方 に々より身近に感じていただきたいと考
え進めてきました。当日は部署体験やステージイベント、健康測定などの各ブースが
賑わい、会場は笑顔と温かい活気に包まれました。“地域の方が安心して集まれる場
所”としての姿を示せたことは、大きな成果です。運営を担った実行委員会は、看護
師、リハビリ、検査技師、放射線、栄養、事務、地域連携など、普段は接点の少ない多
職種で構成されました。一つの目標に向かって得意分
野を活かし、部署の垣根を越えて協力し合ったことで、
病院全体の一体感がこれまで以上に深まりました。地域
の方々からいただいた「楽しかった」「病院でのイ
ベントが嬉しい」という声は大きな励みとなり、地域
との繋がりを再確認する貴重な機会となりました。こ
の交流を糧に、来年はさらにパワーアップしたフェアを目
指してまいります。実行委員長として、支えてくださった地
域の皆様、全職員、そして来場者の皆様に心より感謝申
し上げます。今後とも変わらぬご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。本当にありがとうございました。
（第２回済生会フェア実行委員長・リハビリテーション部／領家 健之助）

当院では令和7年12月9日から8日間、全
職員を対象としたBLS（一次救命処置）講
習会を開催しました。令和7年度からは「職
種を問わず全員が救命の担い手である」
という意識共有のため、最新のシミュレー
ターを導入し、対象を全職種へ拡大。全職
員337名のうち298名が参加しました。研
修では、動画学習に加え、実機を用いた胸
骨圧迫やAED操作のロールプレイングを実施。事務職を含む多職種が実践的に学
び、「いざという時の動きを再確認できた」との声が上がりました。今後も全職員が急
変時に迅速かつ的確に対応できる体制づくりに努めてまいります。
（BLS講習会担当：医療安全管理室 看護師／内野晴美）

全職員対象のBLS講習会を開催
－救命意識の向上を目指して－

令和8年2月15日、第78回済生会
学会・令和7年度総会が開催され、
当院からは院長ら13名が参加しま
した。当日は事務、看護、リハビリ、
ライフケアの各職種から計6名が
登壇。糖尿病教育の実態調査や
回復期リハビリテーションにおける

退院支援の新機軸、待ち時間対策、TKA術後リハビリプロトコル作成に向けた経時
的調査など、多岐にわたる研究成果を発表しました。また、懇親会には秋篠宮文仁
親王殿下がご臨席され、大変貴重な機会となりました。学会では診療報酬改定や
iPS細胞、AI活用に関する最新知見を聴講し、多くの学びを得ることができました。
今回得られた成果を、今後の診療および病院運営の質向上に活かしてまいります。
（リハビリテーション部理学療法士／小山 了）

第78回済生会学会での発表を終えて

務
の
中
で
の
癒
や
し
に
な
り
ま
す
」。

　

患
者
の
回
復
を
目
に
す
る
こ
と
が
、多
忙
な
日
々
の
中
で
の

大
き
な
支
え
だ
と
言
う
古
畑
医
師
。よ
り
多
く
の
手
術
を
こ

な
し
た
い
、で
も
外
来
の
患
者
さ
ん
も
大
切
に
。と
き
に〝
効
率
〞

と〝
丁
寧
〞の
パ
ラ
ン
ス
に
悩
み
な
が
ら
も
、今
日
も
真
摯
に
患

者
と
向
き
合
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
が
診
療
す
る
範
囲
は
骨
・
関
節
・
筋
肉
・
神
経

に
ま
た
が
る
広
大
な
領
域
に
及
び
ま
す
。「
具
体
的
に
は
骨

折
や
捻
挫
な
ど
の
外
傷
の
ほ
か
、多
い
の
は
加
齢
に
よ
る
運
動

機
能
の
異
常
…
神
経
痛
や
変
形
性
関
節
症
、骨
粗
し
ょ
う
症

な
ど
で
す
」と
語
る
古
畑
医
師
。整
形
外
科
全
般
の
診
療
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、古
畑
医
師
は
肩
関
節
、整
形
外
科
医
長
の

竹
下
修
平
医
師
は
膝
関
節
を
専
門
領
域
と
し
、高
度
な
手

術
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

初
診
の
際
に
は
、職
業
、家
族
構
成
、趣
味
、生
活
ス
タ
イ
ル

な
ど
の
聞
き
取
り
は
欠
か
せ
な
い
と
言
う
古
畑
医
師
。そ
れ

は
重
要
な
こ
と
？
と
の
問
い
に「
大
事
で
す
」と
断
言
。「
整

形
外
科
に
来
る
方
の
多
く
は
、命
に
か
か
わ
る
疾
患
と
い
う

よ
り
、生
活
に
支
障
を
き
た
す
痛
み
を
抱
え
て
い
る
方
で
す
。

で
す
か
ら
そ
の
方
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
治
療
の
終
結

点
と
い
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
価
値
観
や
生
活
背
景
を
把
握

し
な
が
ら
、今
何
に
困
っ
て
い
て
、治
っ
た
ら
何
が
し
た
い
の

か
、患
者
さ
ん
と
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、痛

み
を
完
全
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
で
も
、そ
の
方

が
望
む
生
活
の
質
を
目
指
し
た
治
療
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」。

　

患
者
へ
の
説
明
に
お
い
て
も
、古
畑
医
師
は
丁
寧
さ
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
こ
の
治
療
を
す
る
の
か
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。病
名
だ
け
を
告
げ
て

治
療
を
進
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」。

　

患
者
の
目
を
見
て
話
す
、以
前
の
ち
ょっ
と
し
た
会
話
を
カ

ル
テ
に
残
す
、患
者
の
性
格
や
状
況
に
応
じ
て
説
明
の
仕
方

を
変
え
る
│
こ
う
し
た
細
や
か
な
積
み
重
ね
が
、温
か
な
信

頼
関
係
を
育
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
者
が
多
い
現
代
の
整
形
外
科
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
職

種
が
連
携
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
特
に
リ
ハ
ビ
リ
科
の
チ
ー
ム
と
は
、患
者
さ
ん
に
つ
い
て
日
々

の
方
針
を
よ
く
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」。

　

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
入
院
・
通
院
共
に
十
分
な
期
間
を
提

案
し
て
い
る
と
の
こ
と
。「
自
宅
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
と

言
う
高
齢
の
方
に
は
、入
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
を
長
め
に

と
っ
て
い
ま
す
。外
来
で
も
５
カ
月
ほ
ど
通
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。機
能
回
復
の
た
め
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、〝
診
て

も
ら
っ
て
い
る
〞と
患
者
さ
ん
が
安
心
感
を
得
ら
れ
る
こ
と

も
、大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
理
学
療

法
士
と
の
交
流
も
、高
齢
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」。確
か
に
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で

は
患
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
和
気
あ
い
あ
い
と
リ
ハ
ビ
リ
に
臨

む
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。「
み
な
さ
ん
、な
ん
だ
か
楽
し

そ
う
に
通
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
」と
古
畑
医
師
も
笑
顔
。

　
「
そ
れ
か
ら
、内
科
の
先
生
方
に
は
す
ご
く
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」。高
齢
の
患
者
は
整
形
外
科
の
問
題
だ
け
で
な

く
、他
の
病
気
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

手
術
後
の
肺
炎
や
、心
疾
患
が
あ
る
人
は
心
不
全
の
発
症
、

糖
尿
病
で
あ
れ
ば
、血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
十
分
だ
と

術
後
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。そ
う
し
た
場
合
、各
専

門
の
内
科
医
が
迅
速
に
治
療
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。そ
れ
は
、

総
合
病
院
だ
か
ら
と
いっ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
と
古

畑
医
師
は
語
り
ま
す
。

　
「
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
の
で
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
。整
形
外
科
は
単
体
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

他
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
こ
そ
リ
ス
ク
の
高
い
患

者
さ
ん
の
手
術
に
も
対
応
で
き
て
い
ま
す
」。

　

最
後
に
、整
形
外
科
医
と
し
て
の
や
り
が
い
を
聞
き
ま
し

た
。「
患
者
さ
ん
の
変
化
が
分
か
る
こ
と
で
す
ね
。歩
け
な
かっ

た
方
が
散
歩
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、腕
が
上
が
ら
な
か
っ

た
方
が
自
分
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

改
善
が
目
に
見
え
て
分
か
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。『
痛
み
が
楽

に
な
り
ま
し
た
』と
言
う
患
者
さ
ん
の
笑
顔
は
、ハ
ー
ド
な
業

患
者
一
人
一
人
の

〝
し
た
い
こ
と
〞を
大
切
に

骨折・外傷、神経痛、関節症など、

整形外科が扱う疾患は多岐にわたります。

高齢化によって増え続ける患者に対応する日々、

その思いを、古畑友基医師に伺いました。
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その人が望む暮らしのために

安心してお越しいただけます
イベント参加にあたり
事前のご確認や配慮が必要な場合は
お気軽にお問い合わせください

「第２回済生会フェアin大牟田」
を終えて

T O P I C S

古畑  友基Dr.Tomoki
Kobatake

福岡県済生会大牟田病院
整形外科部長

医師

総
合
病
院
な
ら
で
は

「
多
科
連
携
」の
強
み

「
痛
み
が
取
れ
た
」

そ
の
笑
顔
が
原
動
力

Profile │こばたけ・ともき│
佐賀県出身。佐賀大学医学部卒業後、2021年から済生会大牟
田病院に勤務。研修医時代に整形外科の活気ある現場に魅了
されて整形外科医に。最近は自身も腰や肩の痛みを感じるよう
になり、患者の気持ちを実感しているとのこと。

技
術
を
磨
き
、
設
備
を
充
実
し
、

正
確
で
安
全
な
手
術
に
臨
ん
で
い
ま
す

一般的な骨折の手術のほか、人工股関
節全置手術、人工膝節全置手術、肩の
鏡視下手術、リバース型人工肩関節置
換術など専門性を生かした手術など、さ
まざまな難しい状況にも柔軟に対応して
います。感染を予防するクリーンルームを
はじめ、充実した設備と知見をもって、正
確で安全な手術に臨んでいます。


